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桃,1 1 1 1 、I):代以降、 1父が I 叶 か ら 輸出 された枇多しい数贔．：の漆公＇，ん は、 欧米人 に漆徐料独特の艶や繊
訓な加飾技術で、 き を り え 、 f1 , , ' 111, i'I 休のも つ 枇ilX欠人 を 共感 さ せ うる 訊辿の美邸識で魅 （し 艮
い作） l 人・り） にさ れてきた 。 し かし漆 I技術の無い 「地にお い ては 、 その手人れ法は r-1 分逹が
I'I I 1 ~ 1 で ， u .i:J図'11', に施 して い ること しかWd應か っ た 。 Lll l ち、ワ ッ クスを かけて ）弁 ＜ こ と であ っ た 。
祈しい漆悩が枯つ艶 を 兄 るにつ け、 その艶に近づけ るべく、ワックスを 爪ね、 ）悦 き 11'( したこと
だろう 。 し か し 、 そのワックスが経り変化 し て 荼色に変色 してしまうとは 、 (-想だにして なか
ただろう 。
西 ifの 美術館で、茶色に変色 した リ、仝休に 訊色味がか っ た状態にな っ てしまっ たイ11:i',心 をよ
< II にする 。 愉人 ： 化 はか な リ の数だっ たとは い え、 , •,':j価であ リ 、 他に比べれば希少f1ll i 介,'(であ っ
た漆公＇，介 は ひ とたび吸机す i しば、 すぐに修Jり ！の 「:_が加 え ら i してし ヽ っ た 。 漆の技術を持たなし、
冷装修炭家が、琢具修似でJ/i っ た ）j法を ） ll しヽ た り して 。
| 土ぷ＇＂＼修似の I 噌祭仝議にお しヽ て 、 しばしば漆の イ..; 11]逆性が論，, ,',,: になる 。 U ll ち 硬化後は しヽか
なる浴剤でも 裕解することが出米な い と い う冷料 としての長 ） iJ↑が、ここでは修J用 をす る I I寺に迎
け る べ き 材料 として あげ ら札るのである 。 漆を 川 いると修J用 をした ，:1 1 1 分が他の 部分 よ りも丈夫
に な リ過 ぎると か、漆悩製辿 げ閑にお しヽ て喰 り が紐 リ 追さ i しること か ら 人: 111闊 な喰 り替えをされ
て し まうなどの閣解か らである 。 将米、祈索材 を 使 っ て修 J吼する際に容 易 に溶解する ことが出
米 るようにと 名 えてパラ ロイド などの II 「逆性のある 合成樹脂での処 ；；りが j :_ りk さ れるのである 。
補彩もアク リル系の絵具 を 川 い ての色合わせで終 （ する 。
大 l lli','; な冷 り杵 えこそ が修Jlj!_ の 、忍味だととる ぢ・え ）j は 、 ＇必は我: I i ;」 の漆 I 洲各 J・用 に対する 名： え ）j に
も 兄 ら i しること だ。 ，！＇＇＼ 質の和炭），:·; は イ i るが、おしなべて 1 ·. 公は外苅i , u,';J J文やイ 1 - :岱 と し て 11 ;常 の 1史
川 に 仇せら i し る 状態 を糾粘 さ 1 してきたか らである 。 そ ん な 中 か ら、 文的 、 ）餅史的価イ11\か ら 11'1 :核
の 1史川 と 爵尉 して 1呆介 さ れるものが出てくると 、 こ れ ら 文化財の修J叶！． はオ リ ジナルの保没に 韮点
、）に 入術ftf,; の収）l泌， '11\ とな i しば 「『濫買」 つま リ 「兄 ら れ る 」 ことも
な い 。 枯泌i 卜の安巫 を 図 ることもその •つである 。 し かしオ リ ジナ
ル を 似さずに破祖箇所のみ処 ;t,: をして いかな ければならな い 。 古 文化財の漆 I修J.用の I瓜則 であ
る 。 1JLj欧の修復家が漆 1 ·. 公 ，’，心 を 1ij逆Itのある材料で修JII !_ して い ることは 、 漆 公，111', は漆で修J州す
ると い う 牧 I F. I の 朽え）j と、 ー兄仝 く 逆の ·J·,の よ う に 兄 えるのだが、天は オリ ジナルを餃さない
と し ヽう ）j針では 、 我 々と 一致 して い る こ となのである 。
束瓜1,q ,'r. 文化財1iJI究所のイ［外 11 本 古尖術 i'11'1修似 協力 ·J•;業にお し ヽて 、 介欧米の漆 1 ・エ~ ,',ん が 11 本
で漆 公技法で修似 さ れるこ とに千り、漆公の修埋に携わる 一 • 人 と し て 、 11 木の 古文化財修埋の
あリ カを 洵外に ;J ~せ る 好機 と して受けとめていた。 さらに 今 1111 、私 1 ' 1 身がケル ン束虐f美術館
の 「桜· I討絵岱）， ,i 」 を 初 \ 1 ,1 す る こととなり、洵外で 11 木の漆芸 ， 11111 が どの よう に糸w持されてきたの
かを詳し く 兄 ら れる機会と なっ た。
1' 修理前の調査
(1) 名称 桜d対絵悩 }r,J 17 ~ 1s -1仕紀
(2) 所）1泌 ケル ン東洋美術飴: (ドイツ）
桜蘭絵悩）,.j 45 
(3) iL l, し 孫従28 . 3cm か貨55 . 4cm ,·,•i4 l. 9cm 
(,1) J I多 斗犬
本辿の 、＇且漆喰リ に ii、怜絵が施 さ i し た 、 1 い (ij にケン ド ン式の 益 を 4、 'j: つ 」乏 力形の 悩），り でる 。 t;J';
ト ）j左れ に付けら i した波叫形の太納（突起）令具が本1本］氏部の人朴l穴に），＇... ：し込まれ、）Jf¥ , . ,
央の法螺具形の鍵令具で本1本 に佑められる 村炸辿である 。 ）ゞ板には波叫をかたど っ た )'、h令に辿
した提令具 を梢：ノ 。
1 紺絵は金銀の 平'. i/、'/絵に 1iHi'I', 梨地がiJ!:JI l され、 ）\n"i の J,・・ ト）j に す，＼＼ かれた 1-.J)文 に根つ‘｀ しヽた桜樹が
犬板と、 向か って ）,: 側血へと 枝を広げ、枝先は背 1(1i に 1111 り込んで い、o/ 0 
j]而から の」賊は何か っ て左側血へと紐き 、背 1 r1i では流れの ;; 1 辺となる 。 その流れは 、 向
か っ て右側血 と 背 血 との1裟合灼部 I ·. に頂きを持つ応· 什 l から洛ちる滝が流注 ぐ ） 11 と合流
向か っ て右側而の宕 ii I には、枝振りの良い松が札'jか几、辿鉗には杉や楓の姿も ある 。 近屎に
は笹や若松などが生 えて い る 。 背 血は水辺に 2 羽の島 1 ·. Ji には飛び Iゲ． つ 2 羽の島 を 枯'j ヽ o
(5) 破損の状況
底裏 を除く表令体にワッ クスがかけ ら i し茶筑に変色 してい 'oJ ゜
《釜扉》 木収り は横イ立 ;;',: に地I] ぎ介わせた板 を ）r・ぷ両側 に糾益食を つ けて快んでいる ことが木疫
せから解る 。 その横）j 向中 央の剥 ぎ II 付近 に札iLbもの亀裂が人り、後 I ll :修J・用で充壌接稽され
補彩が加 えらている 。 令1本 に訓か な筋割uし と H艇が兄 ら れ る 。
《伽か っ てれ側血》 背 1 (1 j との桜合而 となる 1り卜は本地の狂い によ り 亀裂がおこり 、後-111 :修即
がかなり人 っ て い る 。 ii、'i絵 を販した と 忍わ九る補彩が II だ っ て いる 。 ）JJII 部 と なる判形付近
にも縦力向の ',i /lJ れが兄 ら i しる 。
《背 1(1 i> ,,, 火雨洲()j 向 に災 1(1 j に送する 長しヽ胄I] i しが人 っ て い る 。 合成接芥剤 を 川 いて 内側か
如展 し｝心、急修 j用 をして い ることが確認出米る 。 ）ゞ板 との桜合部は横）j向 に 出裂か人り、右
Iｷ. の ＇芸の枯'i かれて い る 付近に喰）l知の坪きがあ "ol 0 
《 j 11 ) か っ て左側而》 背 1 (1i との接合而の 1く）j に 本地の ff ぃ で縦 ', 1;- 1] れが人り、起き 」 ．．が つて い
る 。 人: 11又 との桜合部 に横筋の割l れが人 っ てし ヽ る 。 右 I" 力の ii :_ 1( j との 1り に 梨地 を擬した袖彩
があり い(1 j へ紐 く 。 喰り ）jJ し にはワックスを透かして他Ii数の泡状のものが兄 える。
《人板》 令体に摩滅が激し く、 I淋絵の付け枯'j き（化必や菜脈などの糸I ll 部 を 枯' j き 込んだ部分）
もあま り残 っ て い な い 。 衣 而の透漆 を d、I/絵 をよ けて 削 り と り、 中冷りの児漆が出 された部
分もあ "o/ 0 
《狐部》 ｝氏災令1本 に擦り似や喰膜の剥｝雅が兄 られ、 側板の 1,· )j を 1J l j っ て 作 っ た 肱II部と なる 部
分の 1り も 1蒻みが激しし 。
《内部》 各板の桜合部が本地の疫せで猿l ]ll:rf; して 隙間ができて い る 。 Ji(板 と り [lj板の扱する 1り に
釘の突 出があ る 。 左右側板に付け ら れたりjjj 受 けの伐本は外れかかり浮い て しヽる 。 取り外 し
武にな っ て いたりj)j板は失 くな っ て い る 。
(G) 修郎の ）j針
の 岱 ）， ,J は 接合部の依l l/li!Hからくる 村札辿 I ·. の 弛みにつ い て 1 り扱合が行わ i して いるので、特
脱弱 な状況にはなか っ た 。 にも 拘 らず」［又リオJ文しヽ でイ況妙し な J: iJ 象を りえて し＼
けら i し て い る令具 に拠 るものであ っ た 。 まず、鍵令具の ,,r 1リl式の必.. ：し I げ'f( ( め
具が{1))かず、在んだままで、 ）'.;( を 1射 める 1 1、『 は 1ヽ・ カ.のダポを 本体の穴 に ），賛し込み、」憎I Iの森と
本体の J汰 を n しヽ て ），;:: す l"·l で佑めなけ iしばならなか っ た。 付）成 してしヽる I "」 は他の部分と材質 も
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異なり 、 短く 釧い代用のものである 。 まず、この差 し上げ式の留め具を修理することが、本
休の 1尿合を 図 る」こで必要と考えられた。 又、令具の周圃には茶色い素材がかなり 犀 く付着
し、 付近には痢j~~の浮きも 見 られた 。 釦の一frn に 弛みがあり、金具が本体から浮き上がるお
そ れ も あ っ た 。 以」のこ とから、今 !11! の修l用は、令具を外せ る範圃l で外 して行う事とし、同
時に鍵令具の改苓［ を 図 る珀とした。
野地,~- J也（漆分のな い ート地） や計’ー: 1食料で賂形 された後祉］は収り除 き、漆を使 っ て 1及冗する
とにした。
1/ふ絵 I 11 の ）f,ｷ 々に祉j合化が兄受 け られるが、総じて金色が,Ji, し\ o ij I でも 1 川 か っ て 右側 1(1 i と背柏 l
との稜部、 1川か っ て左佃l の ii :_ I (1 i l)f-l I I 部へつ ながる 1り には、 赤い 卜.付 け による 梨地 を販した部
分が II 立 っ て いた 。 鑑'l't 」． この部分 は本1本 に 木II J心 し い修JII !_ では 1!',「、i いと 判断· し、これを収り除
<.:' 、オ リ ジナルの梨地 と 晶HII を 図 っ た似;c をすることにした 。
2' 修理の経過をたどって
修JIJ!. 111 は、 I應されてしヽた i)\ I  I の情報が糾 ら i し る 。 以 ド 、 1ｷ. 程をた ど り つつ確認、出米た、点 に
い ても l, i ]II、'j: に 出録する 。
(1) 1¥ｷ 除
愉出 さ れた漆器を漆を 1史川 し -1- - "  i黍 の屹媒 を 女）j' y,,.,, ' ノ ッ カどの除L
を 打 えねばならない。ワ ックスは、長 い 間 にく り返 しかけら iしている こと が多いので、硬化
したものは落 としにくい 。
の悩局では、まず、埃 と 糾れを取 る 為に i贔 らせたイIi で水拭 きを 1J" っ た 。 ）く板 は、 !'I いイJ i
を荼色 に し ながらヤニ状の i 1)れがゆるんで きた 。 しかし、 他の部分 は水分では表而の埃が払
われる程度で、荼色の付オ<'(-はな か っ た 。 次にワックスをアル コ ールで落 と して い っ たが、表
) 1け はなかなかゆるまなか っ た 。 竹業 を 紐り返す 内 に硬化 した部分が と れ、水分に ）又｝心すると
'-っもリしれた。 布に付く 荼色のものが粕り 氣を 濶·びてきた。 喰膜のやっ i した ；·1 1 1分に染み込ん
だワックスや、 rl対絵粉の 間 に人 っ た物は、元令に落 としき九な い と 判 I祈 し、よ伯i に漆囚めが
できると 息われる程度で、 ワックス除ームイ乍業を終えた。
(2) 令具外し
釘の中に は、頭を指で挟んでリ 1 くだけで、容易 に抜けてしまう 物 もあ っ たが、 ゴム板を , , ,,
てながら全具を保護して釦 を抜いた。 一番nw 単 に外すことができたのは、）井の公 而ド側の令
具、 つ まり波頭形の裏金であ っ た 。 扉の」． 中 央の鍵の表災の法螺具形令具を外し た時、点でオ
リ ジナルの金具の形状か明 ら かに な っ た 。 人 /l関の 丸艮 ）j形の令具の廿亦があり 、釘穴も 別に窄
いていた。 刷査の段階で、 形状が本体に合わず、金具の工 ッジの処迎が製作当時の技法と 9
息われないので、ヨー ロ ッパで、後年付け特え ら れたのでは な いかと 椎測 していたが、これ
により確認出米た。 特に法螺貝形鍵金具の下は、椒を切り抜 き 、社ふを 作 り現金具を収めて
り、又、オリ ジナルの金具の錠のためと思われる切り取り もあ っ た 。 蒔絵の部分は、入 I淵｝丸
技方形の金具の姿 を黒ヌキにして残 して描かれており、法螺貝形は大振りで蒔絵の一部を裂
い閉していることが解っ た 。 ワックスの茶色の変色は、現金具の縁までではなく、オ リ ジナ
ル金具の姿 を黒ヌキにしたとこ ろまで及んでいた。 このことか ら、オリジナルの金具が付い
ていた 当時に、既に ワ ックスの手入れがなされていたことが解る。天板の手前中央に鍵を 支
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け る金具が付け られて い るが、その 卜からも、オ リ ジナルの金具の黒ヌキが出 て米た。
天板の 中 火には、波虹をかたど っ た沖令に提げ金具が辿されているが、 i+~令の足は人板
裏で折り 1111 げられて 固巫さ iしているので、 外 して付け 伯すと 折れ II に彼労が米て、 切れてし
まう 可能1竺「がある 。 この付近は喰膜の損傷がIi予いので、今 1111 は外さずにおくことにした。
扉表下方左右の波珀令具は、釘を令部抜いた にも 拘 わらず本1本からすぐには外れな力
た。 ア ク リル枠を金具の利に当てて軽く打つと衝撃で外れた。 この令具は L 字 にな っ た 1渭',}
に突起があり、これを扉の下端の穴に差 し込んで取り付け るのだが、釘が効かなくな っ た為
に金具の裏に接着剤が塗られていた。塗面と接オ＇『剤の食いっきが小艮だ っ たので、 取り I' ヽ ••
すことができた。接着剤は分析の結果、 エ ポキ シであることが°Pl] IJ j した 。
抜いた釘は オリ ジナルであれば元に戻されるべきであるが、本件では、艮い釘を 切 り ）j父
したまま転用していたり 、 本体の板厚が 9mmから 10mmのところを釘、 を長 いままに打
つ け、 突き ，＇廿 た先端が裏金に‘片 た っ て 1111 がつている物、令具の穴よ り 細 い釦を 打 っ ている部
分があり、 全1本 に状態が悪か っ た。金具 を 本1本 に ‘久定 させる為、令ての釘を祈訓することに
した 。
(3) 後Ill :修叫の ;~: 1 1分 (I勺 除 L
背而の衣災を 且 ＜胄lj れは、 内側から桜杓剤 を JIitめてふさいであ っ た（分析の結果、エ ポキ
シであると 判明） が、表側からは灰色の 卜地状のものが人れられていた 。 しか し その間は窄
~ j,ij にな っ ており、表側から 1 ·.状の ,,・地 を押すと、 11((1没し分解して取り除くこと が出米た。 内
側の工ポキシは溶解出米ないので、針状の ｝）物で1蚤き取 っ て 礼'i. を 比追 させた。 溝の土方に(
塗）l如の浮 きがあるが、浮いたままでエポキ シに固められた状態 とな っ ており 平らに戻すこと
は出米なか っ た 。
背 1(1 i の けれに JIil. められていた灰色の Iヽ・地状の物は、 イ i Iｷ. の雲の dふ絵に 出米た亀裂の上にも被
せ られて いた。 浴剤 に ）又）心 しないのでガ物で 1 序にこさげ裕としていき、 i翡膜 となったと­
ろで、綿枠に水 を付けてこす リ取 っ て 1 jｷ くと、 ii、1,1絵がりけれた。 'j講際の1幼よりも 大 きめに下地
で投 って いたのであ っ た 。 i1h 1 1 付近は 1/、\i絵が掠れており ,Ji'; I, ヽ ド付けがiぷ 閏 していた。 修皿 と
判断される部分以外でこれ和赤い卜付け漆がこすれ出ている所が兄‘り たらない。雲の絵は背
面のみで、 他の 1(1i と続かな いのでオ リ ジナルの 1/、\i絵なのか判断しにくい所である が、この赤
い下付けが論、, ,':( となるかもしれない 。
前扉の端食の間 に 人 っ た横艮のit~ に JII!. められていた、'. ,1 ,\ い冷料には金色のまだらの補鉛があ
っ た。蒔絵が続く ようにみせたのだろうか、 itj んで IJ廿 いた隙間 に令の 1/ぷ絵が残るはずもカ
く、却 っ て傷があるこ とを 11 ,·r たせる 印象を りえて いた。 ）~~ 1'11本に ）又り がきて右」 .1り が起
上がっていた。裏面の 汁';-. には、 背 1(1i と j, i園~ に灰色卜地状の 如旗があ っ たが、針状のガ物で1蚤
き取って除去 した。
扉の上角は、 黒い詳喰料の I ·.唸りがあ っ たが、ワ ッ クスの除ムの作業段階で、アルコール
で落とす事がリー＼来た 。 その 卜からは、 I'I い 1幻じ部分が視れた。 分析の結呆、炭酸カルシウ
が主成分であることが解り、ヽ牝行 して分析 したアク リ ル l』 に川 いるモデリングペース ト に近
い結果が出た。 これもアルコ ールで容易に除ム出米た 。
背面の力別と その側血に紐< -<';ｷI I  ii、1,;絵のある稜綜には後補の 手が甚だしかった。 」 ·. Ji、木
地割れを 1偲す為に補,\ '(l: されたと 息われる部分の横で、新たに起 きた本地内I]れを灰色の 卜地状
の物で坪めている 。 中和か ら 卜方には、梨地の倣机部分に赤い梨地 を擬した補筍が続く 。 赤
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い塗料は分析の紺，・朱セルロースか認め ら れ、 ラッ カー系の洋塗料であることが解っ た 。 こ の
祢い梨地状の部分の 中 で穴 を灰色の下地状のもので埋めて いる所があ っ た。つ まり、灰色の
修叫の方が朴い修理 よ り も後の時期のものという恥になる 。 上方の灰色の修理を取 っ てい<
と 、亦砥の粉の野地卜.地が視れ、 i似 り 気を 与え ながらゆるめ収 っ ていくと、 木地に 虫穴が西
いていた。 ,Ji, い梨地状の部分は、下が野地の別各形似元がされた所は、ブ ロ ックとなって外れ
やすか っ たが、扉(1i を 兄 て ―|、地が兄 えないと ころは 卜の J'-測がつかないので、 1具瓜に落と し
て い っ た 。 か い礼り）］如の下か ら オ リ ジナルの梨地が出 てくる 部分があ っ た 。 1り の稜線」 に蒔絵
が探 i して 舟應 くな っ たり 、打ち似が II 立 っ たりすると、 ）ム い範囲に赤い梨地状の加箪を してし
たようだ。 扉の左―卜の 1り付近や、 向か っ て ）I: 側血のイ i角か ら正面にまわる 部分にも 同様
の赤い /J II鉛があり、 特に後名にはオ リ ジナルの d、'i絵が艮 く 残っ ていた。
その他、 野地 ド地 に よ っ て 1り が似）じ さ れて い たところは除去 し た 。
(1) 漆 を 川 いる修埋
令休 を漆囚め し た 。 これは、希釈した漆をひびや亀裂 に染み込みませ、あわせて飲）］災の 内
血 を 強化する 11 的のもので、衣血は浴剤で漆 を拭 き 切 り、漆）j~ を残 さな い 。
次 に 朴り辿上不安定な部分か ら 1 り接イt'j: を した 。 ）氏似の 1 1 1] か っ て右の人朴l穴の横から側板に
かけて 、店lj れか入り、 手 廿り が沈み込んで1)1 い て い た 。 X 、),: イ i 内側 1 (ri につ け ら れた伐も 外れ
かかり浮き 卜がつ ていた 。 文漆を 亀裂 に 人れ、 I I ・・ イ咋し た 。
後 111 .修則 を取り除いた 席I I 分 で、 必 災なところは刻'j ' ; (文漆に木粉 と 麻粉 を純 り込んだ物）
で閉各）診、似元 した 。 この 際、木地の収紛で段匁が出米て い て 化 の形がくずれているところ
は、繋ぐ部分がなだ ら か な斗人態で続〈 4巣にした。 刻『の Iは 1/、'ii 地や鈷で）lJL を照えた。
木地の桜合部分が開い て 化米だ構iや 、 11w; の秋い 亀裂には必漆 を合浸した。 硲/j応が浮いて い
ところは 麦漆を希釈 し て 除 ） j災 卜 に 人れ、 I , :オ'i した 。 4如＇？後は除）j羹 に段牙があるので、
わ納 ( I際鈷。 溝や段差上に漆と砥の粉を枇ぜた鈷漆を つ け、浴剤で拭 き 」収 ると 、 わずかに段
2: の I間 に鉛漆が残る 。 ） をして手掠れをなだらかにした。
保イ［修 J州の場合、 原則 とし て、 虫穴 、 打:)艮 、 本地 ＇，り l ]i, しにつ い て は席り 11'1 : ししない 。 今 1111 も
Ii i ]様 にした。墜り直 しは 、 i iり修 J川の 1幻じ を 一度除 き 、 Ii-: 照） 1多 し た 部分につ いては行 っ た 。 角
部である 為鑑買上の理由のみならず、 強炭を り える ため必 災 と 名 え た 。 オ リ ジナ ルの墜 り
は、衣側は黒漆の 中塗の」 に透漆がかけられているので、 l1 i ] 1 I: 様にした。 透漆は経年に より
,Ji、く 兄 える こと があ り 、 しばしば赤い顧料 を ） ll いた修J叫 を 兄かけるが、修J:り 1部分の透けが進
むと透漆に人れられた赤が鮮やかになり、後補が赤< I I ,1 
り先を兄越 した修理がなされる べ きだろう 。
梨地 を販した赤い部分を取 り 除いてオ リ ジ ナルが残っ ていなか っ たところは、梨地の前の
程である黒 中 塗 りで修理を終えるとすると 、 修埋前の祉）彩のあった印象と変わ っ て し ま
う 。 そこで梨地 を一部復元することに し た 。 金沢 と京瓜か ら梨地粉 を 5 段階の粗さに取り 寄
せ、 サ ンプルを作り、 実体顕微銭を使っ て本体の梨地粉と 比較した紺＇；果、 金沢粉の 2 ・ 3 • 
4 号 を 配合した粉が適当とな っ たので、こ れを用い た 。 1誌元部分がオ リ ジナル部分 と 区別が
つかなくならぬ よ う に、 わすか に低 く して蒔絵をした。
(5) 金具の修理と取り付け
漆工修理と並行 して、鍵金具の差 し上げ式の留め具を修理 し て、 小 さな貝の上げ下げで可
いることがある 。 修理直後よ
励するよう に なっ た。
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鍵は失われて、 代川の枠令具が付随しているか、 細くり泣かくて扱いにくい。 そこで鍵を新
粛lすることにした。 見＇［初の鍵は想像するしか術は1應いが 、 提げる形状では、 社、こ螺具にかカ
てしまう。1判に近く 、 鍵がかかる形ということで 、 中平；
： の突起が訓転して外怜のり）り込みに
人り止まるという枯'{:辿となった。
の沿），,jの｝氏椒は一 度外れかかって釦で打ち柏していることが 、 1,1,j側l川の1ヽ方の例）診樅に
残る槌b'亦のような円形の1幼の中心に兄える釦の芯からFlがる。 しかし 、 打ち11'1:しの際に底板を
じの高さに戻さないままにしたため 、 内部の底板には柚からの釦が船り」がつて出てしまつ
ている。 つまり 、 111--l I I部の伯jさは、 実際の高さよりも3 - 5 rnmJ\りえてしまつているのだ。
これによって 、 波頭形の太柄金具が 、 しっかり太柄穴に沈ます 、 3ぬを辿すためのI判も糸Ill < 
なければならなかった。 差し」 ．． げ式の留め具か土がつても受け穴に屈かないことになるし 、
逆に下方の太柄が空振りすることもあるかもしれない。 ）井を本1本に安足させる方法は 3 
の突起がそれぞれ受け穴に収まることである。 検ふlの糾朱 、 波頑）1多令具に下味をはかせ 、 少
し下げることが最柑となった。 である。 金具の11w; と詞じで 、 ）見さ2mmの小板2枚を用、？立、
し、 木地の中に差し込まれる）jの突起にリlっ掛かるように穴をあけて！！、［漆冷りをした。 再収
り付けの際には''/1然釦穴がずれてしまうが 、 況令具j'I体 後1化の新袖でありオリジナルの釘




今回釘を仝て新，加lすることにしたが 、 視令具の釘穴を調べると、 場所によって太さが異な
っており、 1.1mm 、 1.2mm、 1.5mmの釘が,11 てはめられた。 オリジナルの釘穴や曲がった
釘穴は 木地の内爵IIに空隙を残したままにしておくと 、 本地が割lれ易くなるので、 古い穴i
埋め木をし 、 刻苧をして 、 きわ鈷でふさいだ。 現令具の釦穴は既に弛んでいたり、 斜めに穴





がかなり損似が進んでいることは人·いにイiり得る。 この悩），,jについても削扉 、 向かって方側
面 、 天板がかなりやつれている。 小さな泡状になって透漆の肌が荒れている。
保存修理は オリジナルの喰）j如のよ血に漆冷りを残さないのを肱則とするが 、 紫外綜など
でかせて艶の舟息くなった表1(Jiは例外だろう。 摺り漆虹；；の保護）j災が適切な楊合もある。
かせたままにされている表血であれば 、 摺り爪ねることで均質な/jJしがl噌以されてくるが 、
この恭間のオ晶に 、 かせた!·.にワックスがかけられてしまうと取りきれないワックスが「lに兄




作業が終棉に近付いてくると イ1 清心に対する祝 、1仄が変わってくる。 1ii'i半は1幼んだところを兄
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絵のオ贔 き分けや、桜樹の位閤構成などを兄るようにな っ た。
背 1(1 j の 4 羽の烏は、水辺の島の姿は付け描きで細部までびっ しりと描き込んでいるが飛びs·
島は針枯＼ きで表現されてい る 。 山 の樹木の枯＼ き 分けと考え合わせると、作者は意図的に、辿
批を針耕i きに、近鉗を付け拙 きに してい るようである 。
桜樹の配；；りだけを写してみ る と、 ·y に ‘；代々 と 化怜闊 を 毅 っ て い る。 背 l虹のバ· 11 I の 1j1Jj及に辿訊と
して 」胄i かれた杉があるが、その横手には桜の オ·.=1文のような物が）,'i突に牛えているが、人き さも
形も Iか ら あるいは右からまわり込んでい る桜の枝先 とよく 似て いる 。 卜図 を作 っ ている段附
れて し ま っ たのか。
店突に変わるといえば、流水の d、'i絵である 。 沌 を合め流水は人概、銀d、'i絵 なのだが、 111] 力
て ）I: 側 1(1i は何故か金麻絵であ る 。
雲の模様が、背面以外の 1(1i に辿絡 し てな い ことは修J咆 1iii か ら氣にかか っ て いた。 れ端は ·;じ令
に後補 とみて いいが、さて、他の‘よはどうなのか。 修J用の 卜·地の ドか ら 出 て 米た di, し、 ド付け椅
はオ リ ジナルのものなのか、修J用の乱詞｝絵なのか。 』刈杏の段階でこの雲は児質なものとしてし
か受 け収れなか っ た 。 しか し修J用 を 終 える 煩に力
と 、大樹のドで枝の間から窄 を 兄 , -_げたとした
て桜樹 を 中心 に作祉冷体 を 兄 るようになる
土ははる か辿 ＜ 枝菜の向 こうに兄 えるに過
• :ｷ ず、他の 1uiの桜の大樹のそばに -t,','j かれ る 必然性はな い とも 芳 えら i
掘り 1くげて図様が見られ るようになるのは、 l れ に 11 、'j: 間 を かけて 兄て い る カ その
作心hが、修理をされたこと で、破柑し て い る 物か ら、鑑-n される物へと 似帰してきたからだと
息 う 。 今終わ っ たばかりの修即．が、修J刑し た場所は明 ら かに さ れて いるのにfl 計州の邪炭 をせ
に いること 。 修理箇所より も本休のポ'j: つ オ リ ジナルの 災索へ闊心 を 向 け ること が出米れば、作
i', ん は順訊','] な 1111復を遂げたということになろう 。 修f' i!. 打の 且 う 所 を 名：えると 、身の り 1 き 締ま る 息
い である。
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〇n the Restoration of "Sahura Malzie J(i/zyoku" 
Kiyorni Okukub 
Introduction 
＂でakura 刀iakie kikyok正'is a chest with a design of a cherry blossom tree. Iti 
owned by the East Asian Art Museum in Cologne, Germany, and is believed to hav 
been manufactured sometime between the latter half of the 17th century and th 
beginning of the 18th century. It is a box-shaped chest with a door that open 
upward on its front face. On the inner sides of the chest are regulae for a shelf board 
and, although the shelf is missing today, it is clear that the chest was used to stor 
tea ceremony goodツ ・
Description 
The chest is made of what appears to be Japanese cypress. A very thin urushi 
foundation is applied over this substrate and the entire surface of the chest is coated 
with black urushi. The outer face of the chest, except for its bottom, is decorated 
with cherry blossoms and a Japanese garden in maliie. A cherry blossom tr 
growing on an embankment is depicted on the front lid and the top board and onto 
the right and left sides. On the back side of the chest are found an imitation 
vera l 、mal,£e techniques are used, 
including nashiji, kirileane, togidashi makie and hがra切akie . Since togidashi maleie wa 
used, the uppermost urushi coating film is not black urushi but sulei-u 1祝shi . On both 
ides of the door (front and back) are inserted wave-shaped brass fittings and a 
shel-shaped metal fitting with a keyhole; at the center of the top board is a handl 
Present condition 
There were traces of 
European lacquer. The entir 
veral repairs having been made with urushi and 
urface of the chest, with the exception of the bottom 
board, had been covered with wax or shelac, at least in three layers. There wer 
horizontal cracks of the substrate close to the center of the door. The joint portion 
of the bottom board and the side had been nailed, but not jointed properly due t 
past repair. There were also traces of past repairs on the edges of the chest wher 
cracks had been filled, and the surface coatings had turned red. The shelf board 
inside had been lost, and the regulae for the shelf had become detached from th 
sides because of the distortion of the side boards. Furthermore, since the back board 
had cracked at the center, it was possible to see light from behind. Al the metal 
fittings were European-made and had been added later 
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Restoration policy 
ince the chest had become distorted by past repairs and the metal fittings of 
the door would not fit properly, it was decided to remove them temporarily and to 
repair them. Itwas also decided to remove the European coating material that had 
been applied on the surface as wel as the noji shit碩 and calcium carbonate which 
had been used in past repairs and to use urushi for repair. Decorative parts that had 
been added later were also to be removed and replaced with reproductions made 
with original materials. The metal fitings were to be repaired for re-u 
Process of restoration 
The metal fittings were removed by expert metal craftsmen. Each metal fiting 
had become greatly distorted and the nails that had been used had also become bent 
inside the boards. So a requesl was made to have the distorted metal fitings fixed 
and the nails changed with new ones. Traces of the original metal fittings were 
found when these metal fitings were removed, and it was discovered that th 
rigi na I mahie decorations had been hidden around these fi tin 
The European coating material that had been applied on tne surrace was 
removed with alcohol. But it was very clifficull to remove the coating material 
that had been applied in several layers. Various types of solvents were used for 
leaning in addition to alcohol and, as a result, the orig-inal urushi coating-film 
was uncovered. 
Removal of past restoration 
The epoxy resin that had been used to fil the cracks on the door and the back 
board was removed. After using mugかurush£for adhesion, the cracks were filled 
with lwhuso and foundation. Traces of past repairs found on the edges were also 
removed. Since past repairs had been made over areas larger than the actual area 
of cracks and missing parts, it was possible to uncover original mak｣e portions that 
had been hidden under these repairs. In addition, missing parts were filled with 
!wk祝so and foundation, and original material was used to reproduce the nash｣j｣. 
Visual damages were repaired. 
Because the surface of urushi becomes covered with cracks and rough with the 
passage of time, although these may not be visible, it is necessary to reinforce the 
original surface. So the entire surface of the chest was reinforced with urushi: after 
applying urushi diluted with a solvent, the surface was completely wiped so as not 
to leave any unwanted urushi. Urushi was rubbed in (sur｣-urush｣) to places where 
the coated surf ace had become extremely rough. 
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f metal fittin ~ 
hest bad become distorted clue to past repairs, position 
fitings were adjusted by placing hard rubber boards on the inner sic! 
inserted metal fitings on the door. The metal fitings were reattached by fixing th 
distortion and using nails with appropriately adjusted lengths. As the holes made by 
nails in past repairs were large, they were filed before nailing the fitinN 
Concluding remarks 
When one spends over a year on restoring an object, one observes the design,.. 
and makie well. It was possible to learn many ways of expression by looking at th 
technique of makie used on this chest. For instance, different ways of expression ar 
used to depict waterfowl. Two kinds of waterfowl are depicted on the back side of 
and those that are about to take flight. 
f the first 
artist's attempt to differentiate birds which are close at hand from those which ar 
far off. Other examples may also be mentioned: although the waterfal and most of 
the stream are depicted in silver 竹iakie, for some reason go ld 切akie is used on th 
left side; the cloud on the upper portion of the back side is not continued unto th 
side. Through the work of restoring the chest, it was possible to notice details of 
designs that are normaly 
The numbers in cl 心Ile
the photos'numbers 
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64 桜蒔絵恭 ）， ,j (修Jli!_iiij )
, akura Makie Kil,yoku (before restoration) 
66 後補下地（修理前）










Dャooer ngm oacK toD corna a rP<::rQ[a[tQ 0. ro 
同 （修刑 11 I) 
plate (during restoration) 
56 
77 同後世修理の露出（修理中 ）
Nojがshitaji applied in a past treatment on the edge 
of the right side and the back (during restoration) 
` 
79 同 梨地の復元（修理後）
Retouching of nashiji (after restoration) 
わ裟濯対 糸全 器杓 ／訂J 57 
80 波形の金具正面扉左下 （修理 1 廿j)
Metal fitting (before restoration) 
詞 災令の澗］整 （修郎 I  I) 
Treatment of the back of the metal fiLLin 
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 81 同 接省剤の付イ''i・・ （修 Jり嘩j)
Adhesive on the back of the metal fitin 
(before resLoraLion) 
4 釘と鍵後補 と 新袖
Remade lock pin 
82 金具の下の修理（修狸中 ）
Cleaning where the metal fiting wa 
金具の収付け










































Retouching of makie in 
